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大
東
病
院
の
「
第
３
回
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
会
」
は
、
住
民
約
１
２
０
人

が
出
席
し
、
大
原
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
回
の
第
２
回
意
見
交
換
会

で
は
、
医
療
局
か
ら
の
■
ベ
ッ
ド

数
半
減
■
リ
ハ
ビ
リ
機
能
を
千

厩
病
院
へ
集
約
■
プ
ー
ル
は
一
関

市
へ
■
診
療
時
間
外
の
救
急
は

千
厩
病
院
対
応
と
い
う
内
容
に

対
し
、
住
民
か
ら
怒
り
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

第
３
回
の
意
見
交
換
会
で
も
、

医
療
局
の
提
案
内
容
は
医
師
不

足
を
理
由
に
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

ず
、
住
民
と
の
意
見
か
ら
乖

離
し
た
ま
ま
で
し
た
。

　

プ
ー
ル
運
営
を
投
げ
か
け

ら
れ
た
一
関
市
で
は
、
財
政
面

で
「
困
難
」
と
表
明
。
病
床

減
の
対
策
と
し
て
、
小
規
模

特
養
を
大
東
病
院
隣
り
に
建

設
と
の
構
想
を
語
り
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
住
民
は
、
救
急

体
制
の
不
安
や
プ
ー
ル
の
必
要

性
を
訴
え
、「
住
民
の
意
見
を

ふ
ま
え
て
見
直
し
て
欲
し
い
」

「
納
得
出
来
な
い
」「『
足
』
の

確
保
を
具
体
的
に
示
し
て
欲
し

い
」
と
次
々
に
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

医
療
局
は
、
９
月
末
ま
で
に

方
針
を
決
定
し
、
来
年
度
着
工

の
考
え
。
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
地
域
の
た
め
に
も
、
今
一

度
、
住
民
の
声
を
聞
く
姿
勢
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

意見交換会に参加し、説明を聞く住民

震
災
前
の
大
東
病
院
へ
早
期
復
旧
を

第
３
回
意
見
交
換
会
も
平
行
線
の
ま
ま

　

岩
手
医
労
連
第
65
回
定
期
大
会
が
、

９
月
１
、２
の
両
日
、
盛
岡
市
つ
な
ぎ

「
ホ
テ
ル
大
観
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

賃
金
、
一
時
金
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
５
局
長

通
知
の
具
体
化
な
ど
各
単
組
の
取
り
組

み
が
交
流
さ
れ
、
運
動
方
針
、
予
算
を

満
場
一
致
で
採
択
。
中
野
委
員
長
な
ど

役
員
を
再
選
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
日
本
医
労
連
で
女
性
初

と
な
る
書
記
長
に
選

出
さ
れ
た
中
野
千
香

子
書
記
長
が
激
励
に

駆
け
つ
け
ま
し
た
。

中野委員長など役員を再選
岩手医労連が定期大会

　県医労特別中央執行委員の金野耕治で
す。9月 8日のいわて労連第 24回定期
大会において六代目の議長を拝命いたし
ました。県医労出身のいわて労連議長は、
○○○○さん（現、岩手県社保協事務局
長）以来 10 年ぶりのこととなります。
県医労の皆様には、私の派遣に当たって
財政の面でも支えていただき、また、各
支部においても地域労連の中心的な役割
を果たしていただいています。消費税増
税、原発再稼働、ＴＰＰ協定参加、オス
プレイ配備など、労働者・国民に犠牲を

強いる今の政治の
流れを大きく変え
るため、ともにた
たかいましょう。
元より微力ではあ
りますが、先頭に
立ってたたかう決
意を表明してご挨
拶といたします。

決 意 表 明

県医労・特別中執の金野耕治氏

いわて労連議長就任
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県
医
労
・
看
護
部
会
は
、
パ

ワ
ハ
ラ
、
超
過
勤
務
、
Ｎ
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ａ
な
ど
の
、
職
場
の
問
題
に

つ
い
て
看
護
指
導
監
と
の
懇
談

を
９
月
10
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

組
合
か
ら
は
、
○
○
看
護
部

会
長
（
中
央
）、
○
○
副
部
会

長（
釜
石
）、○
○
副
部
会
長（
遠

野
）、
○
○
中
執
（
高
田
）、
○

○
・
○
○
○
（
本
部
）
の
６
名

で
し
た
。
医
療
局
か
ら
は
○
○

指
導
監
と
職
員
課･

○
○
主
査

が
対
応
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
組
合
員
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
「
超
過
勤
務
・
年
次
に
対

す
る
上
司
の
言
動
」
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
、指
導
監
に
提
出
し
、

懇
談
に
入
り
ま
し
た
。

　

パ
ワ
ハ
ラ

　

あ
る
病
院
で
パ
ワ
ハ
ラ
が
起

き
て
い
る
実
態
に
つ
い
て
、
指

導
監
が
認
知
し
て
い
る
の
か
確

認
し
、
当
局
と
し
て
も
対
応
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
指
導
監

か
ら
は
、
す
で
に
指
導
し
て
い

る
こ
と
を
、
○
○
主
査
か
ら

は
、
パ
ワ
ハ
ラ
委
員
会
は
な
い

が
対
応
で
き
る
の
で
、
職
員
課

の
人
事
担
当
に
話
し
て
ほ

し
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　

超
過
勤
務

　

超
過
勤
務
に
つ
い
て

は
、
師
長
が
把
握
し
て
い

る
の
が
基
本
だ
が
、
事
前

の
超
過
勤
務
命
令
が
な

く
て
も
、
請
求
し
て
よ

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
う
え
で
指
導
監

は
、
師
長
が
内
容
を
確
認

す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
と
話
し
ま
し
た
。
看
護

部
会
か
ら
は
、
い
ち
い
ち
後
か

ら
聞
か
れ
る
こ
と
が
超
過
勤
務

を
書
き
に
く
く
さ
せ
て
い
る
こ

と
、
上
司
か
ら
の
圧
力
と
も
と

れ
る
言
動
が
書
き
に
く
い
風
土

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
実
際

の
病
院
名
を
挙
げ
て
訴
え
ま
し

た
。

　

労
務
管
理

　

釜
石
の
救
急
体
制
に
関
わ
る

労
働
時
間
変
更
の
問
題
を
取
り

上
げ
、
そ
の
中
で
労
基
法
を
知

ら
な
い
管
理
者
が
い
る
実
態
に

つ
い
て
話
し
、
改
め
て
現
任
師

長
の
研
修
を
要
望
し
、
各
職
場

の
雰
囲
気
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。
指

導
監
か
ら
は
、
総
師
長
会
主
催

で
労
務
管
理
の
自
主
研
修
会
が

あ
る
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ

　

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
は
、
記
録
に
時

間
が
か
か
る
な
ど
の
問
題
点
を

指
摘
し
、
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。
指
導
監
は

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
の
特
徴
・
利
点
に

つ
い
て
述
べ
、
県
立
病
院
と
し

て
統
一
性
を
持
た
せ
る
た
め

に
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
を
使
用
し
て

い
く
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
が
時
間
内
で
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
時
間
外

に
自
主
研
修
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
と
、「
本
来
は
時
間
内

が
良
い
。Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
は
業
務
。

業
務
と
し
て
の
記
録
な
の
で
、

超
勤
対
象
で
あ
る
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
指
導
監
は
、「
人
間

関
係
も
、
法
律
を
知
る
こ
と
も

大
事
」
と
締
め
く
く
り
、
１
時

間
30
分
余
り
の
懇
談
を
終
え
ま

し
た
。

看護部

「エピソード」を○○看護指導監（右）へ提出

看護部会と看護指導監との懇談

働きやすい職場を作るために

懇談に臨む参加者
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第
58
回
日
本
母

親
大
会
が
新
潟
で

開
催
さ
れ
、
延
べ

１
万
３
２
０
０
人（
岩

手
県
か
ら
は
80
人
、

う
ち
、
県
医
労
か
ら

は
５
支
部
・
本
部
８

人
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
１
日
目
は
34
の

テ
ー
マ
で
分
科
会
が

行
わ
れ
、
復
興
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

救
援
・
復
興
岩
手

県
民
会
議
か
ら
、
い
わ
て
労
連

議
長
の
鈴
木
露
通
さ
ん
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
陸
前

高
田
市
職
の
千
葉
達
さ
ん
が
パ

ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
問
題

提
起
を
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
で

は
、
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
る
女
性
の
声
を
、
も
っ
と

防
災
の
場
に
届
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
、
み
ん
な
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
全
体
の
い
の
ち
を
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
い
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

女性部

みんなで幸せになるために

オープニングの「佐渡おけさ」

「復興シンポ」コーディネーターの鈴木露通さんと
シンポジストの千葉達さん

　第58回日本母親大会　
８月25日～26日

　

２
日
目
は
、
全
体
会
が
行
わ

れ
、
郷
土
芸
能
「
万
代
太
鼓
」

や
「
佐
渡
お
け
さ
」
で
開
幕
し

ま
し
た
。
記
念
講
演
の
あ
と
の

「
今
日
の
運
動
」
で
は
、
原
発
、

消
費
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
な
ど
に
対
し
、「
も
う

黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
」
と
立

ち
上
が
る
女
性
た
ち
の
姿
が
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
・
原

発
事
故
の
被
災
地
、
福
島
か
ら

は
「
原
発
事
故
の
被
害
は
ま
だ

終
わ
っ
て
い
な
い
。
子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
た
め
に
も
原
発
は

い
ら
な
い
」
と
訴
え
、
岩
手
か

ら
は
大
船
渡
の
参
加
者
が
、「
子

や
孫
に
き
れ
い
な
海
を
」「
放
射

能
で
海
を
汚
す
な
」
と
横
断
幕

を
持
っ
て
訴
え
ま
し
た
。

　

来
年
の
日
本
母
親
大
会
は
、

東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

原
発
も
、消
費
税
も
Ｎ
Ｏ
！

　３.11 後、社会は大きく変わると思っていたが、実際
は何も変わっていないどころか、ますますひどくなって
いるのではないか。
　財界は、消費税を上げろと主張。人件費も東南アジア
レベルに下げて、震災をダシに儲けさせろと言っている
ようなものだ。野田内閣も消費税
増税分は公共事業に使うと言っ
ている。多くの人は、この政治の
ひどさに絶望を感じている。それ
が大阪の橋下市長への期待につ
ながるのは最悪の選択だ。日本社
会のカラクリを見抜いて、みん
なで幸せになる社会をめざしま
しょう。

＊記念講演＊

貧困と格差のない社会を
３.11後…私たちはどう生きるのか

斉藤貴男さん（ジャーナリスト）

in 新潟
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女性部

☆
プ
ー
ル
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

温
泉
に
入
れ
た
の
も
よ
か
っ
た
。

☆
シ
ョ
ー
を
見
て
、
リ
ッ
チ
な
ホ

テ
ル
で
ゆ
っ
た
り
と
…
。
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
。

☆
間
接
的
だ
け
ど
、
少
し
で
も
復

興
支
援
で
き
た
か
な
？

☆
ア
ク
ア
マ
リ
ン
、癒
さ
れ
た
ぁ
。

☆
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
は
、
広
く
て
ま

わ
り
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

（
参
加
者
の
感
想
文
よ
り
）

　

県
医
労
女
性
部
は
９
月
８
〜

９
日
の
２
日
間
、
結
成
55
周
年

を
記
念
し
て
、
バ
ス
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

９
支
部
・
本
部
39
名
。「
復
興

支
援
」
も
兼
ね
て
福
島
の
「
ス

パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」

へ
。
到
着
後
は
、
プ
ー
ル
に
繰

り
出
し
、
夕
食
は
食
べ
き
れ
な

い
ほ
ど
の
数
々
の
お
料
理
。
そ

し
て
華
麗
な
シ
ョ
ー
に
魅
せ
ら

れ
、
最
後
は
温
泉
に
入
っ
て
ゆ
っ

た
り
と
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
水
族
館
「
ア
ク
ア
マ

リ
ン
福
島
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

さぁ、これから楽しむぞぉ！
その前にまずは記念撮影を

華麗なダンスを堪能しました

海の中にいるみたいな「アクアマリン福島」

トロピカルムードが味わえる
プールにワクワク

「何から食べよう !?」
「ダイエットは帰ってからに
しよう」。食べきれないほど
沢山の種類のお料理に大満
足。そして、ハワイとタイ
のビールのお味は？

�
�
�
�
�
�

県医労女性部55周年記念バスツアー

常
夏
�
楽
園
�
満
喫
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青年部

県医労青年部中央交流会 in 東京県医労青年部中央交流会 in 東京

結成55周年    スカイツリーへ GO! GO!
2012 年 1１ 月 18 日 （日） ～ 19 月 （月）と　き

内　容

料　金定　員

対　象

18 日　　東京スカイツリー＆ソラマチ、 ディナークルーズなどを予定

19日　　終日　　自由行動

青年組合員とその家族　　※家族は実費負担となります

40 名 2 万円

（40,000 円～ 42,000 円）

〆切＝ 10 ／ 15申し込みはお早めに

　日本医労連東北地方協第23回青年交流集
会「みちのくアクト in あきた」が９月７
～９日の３日間、大潟村のホテル「サンルー
ラル大潟」を会場に開催されました。交流
会へは東北６県から120名、岩手からは12
名が参加しました。
　今回のアクトは震災後初となり、被災３
県への義援金の贈呈も行われました。夜祭
りのフィナーレでは大曲の花火師によるス
ターマインが披露され、参加者の感動を呼
びました。
　３日間、ともに過ごした仲間と別れを惜
しみながら、２年後の山形での再会を約束
し解散しました。

しったげ＝秋田の方言で 「もの凄く」

第23回みちのくACT　in あきた

しったげおもしぇど秋田！
焼走りキャンプ場

　８月26日（日）、中央支部では久々の青
年部企画となるバーベキュー交流会（岩
手山焼走り国際交流村キャンプ場）を開
催しました。
　青年部役員が買い出しを行い、スイカ
割りにも挑戦 !! とっても暑い日でした
が、林の中は涼しく、気持ち良く過ごせ
ました。
　今回の参加者は９名と少なめでした
が、次の企画では、もっと多くの人に参
加してもらえるように、職場の人たちに
声をかけてみようと思います。
 （中央支部機関紙「はばたき」より）

中央支部

焼走りキャンプ場

中央支部
バーベキュー交流会
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私
の
部
署
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
が
毎
日
の

楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
梅

ち
ゃ
ん
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
　

二
戸
支
部

 

梅
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ン

　

　

  

７
月
30
日
か
ら
、
電
カ
ル
が

稼
働
し
、
毎
日
パ
ソ
コ
ン
と
格

闘
し
て
い
ま
す
。

　

あ
〜　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

た
ー
い
。

 

大
船
渡
支
部　

ぼ
ん
ず
の
母

　

　

　

お
盆
の
準
備
で
里
帰
り
し
た

時
、
ま
す
ま
す
動
作
が
緩
慢
に

な
っ
て
来
た
両
親
の
姿
を
見

て
、
本
格
的
に
介
護
の
こ
と
を

考
え
な
く
ち
ゃ
ー
、
と
思
い
ま

し
た
。

　

入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
や

家
族
の
こ
と
が
自
分
自
身
に
起

こ
る
予
感
の
し
た
夏
の
出
来
事

　

米
国
が
昨
年
11

月
に
続
く
５
回
目

の
新
た
な
タ
イ
プ

の
核
実
験
を
実
施

し
た
こ
と
が
９
月

19
日
、
判
明
し

た
。
オ
バ
マ
米
大

統
領
が
「
核
兵
器

な
き
世
界
」
を
唱

え
た
プ
ラ
ハ
演
説

か
ら
３
年
半
。
し
か
し
、
米
国

は
そ
の
後
、
臨
界
前
核
実
験
を

３
回
、
今
回
を
含
め
新
型
核
実

験
を
５
回
の
計
８
回
実
施
し
て

き
た
▼
東
日
本
大
震
災
の
福
島

原
発
事
故
後
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
。「
オ
バ
マ
よ
お
前
も

か
」
…
。
こ
の
落
胆
は
被
爆
地

に
は
及
び
も
し
な
い
だ
ろ
う

が
、「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
な

ん
と
心
得
る
！
」
と
水
戸
黄
門

の
印
籠
を
突
き
つ
け
た
い
気
分

に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
私
だ
け

だ
ろ
う
か
？
▼
さ
よ
う
な
ら
原

発
集
会
に
は
17
万
人
、
オ
ス
プ

レ
イ
く
る
な
！　
沖
縄
県
民
集

会
に
は
10
万
人
が
集
ま
り
、
毎

週
金
曜
日
の
官
邸
前
の
行
動
も

何
万
人
と
い
う
人
が
集
ま
っ
て

い
る
。
そ
れ
な
の
に
、原
発
は
、

再
稼
働
さ
れ
、
オ
ス
プ
レ
イ
も

8
月
号
パ
ズ
ル

8
月
号
パ
ズ
ル

８
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
26
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
正
解
で
し

た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り

ま
す
。

■
８
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

  
梅
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ン
（
二
戸

支
部
）、
プ
チ
ト
マ
ト
（
一

戸
支
部
）、
じ
ゃ
が
い
も
の

花
、
ぽ
ぽ
ち
ゃ
ん
、
ジ
ャ
ス

ミ
ン
、
純
マ
マ
（
中
央
支

部
）、
秋
よ
こ
い
、
Ｍ
＆
Ｔ
、

グ
ッ
チ
ョ
リ
（
磐
井
支
部
）、

ぼ
ん
ず
の
母
（
大
船
渡
支

部
）

で
し
た
。

 

遠
野
支
部　

不
健
康
者

　

　

　

数
年
ぶ
り
に
家
族
旅
行
を
し

ま
し
た
。
う
れ
し
そ
う
に
は

し
ゃ
い
で
い
る
子
ど
も
た
ち
を

見
て
、
と
て
も
幸
せ
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た

 

南
光
支
部　

よ
っ
ち
マ
マ

　

　

　

今
年
も
二
戸
の
流
し
踊
り
の

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
体
調
の

関
係
で
今
年
は
踊
れ
ま
せ
ん

が
、
見
に
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。「
新
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
」
の

曲
を
聞
く
と
元
気
が
出
ま
す
。

 

二
戸
支
部　

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ

　

　

　

夏
休
み
も
終
っ
て
し
ま
い
、

次
は
何
を
目
標
に
が
ん
ば
る
か

探
し
中
で
す
。

 

中
央
支
部　

匿
名
希
望

強
引
に
配
備
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
住
民
や
、
大
勢
を
占
め

る
国
民
の
意
思
も
安
全
も
政
治

家
に
は
「
関
係
ネ
ー
」
ら
し
い
。

関
係
あ
る
の
は
、
そ
こ
に
う
ご

め
く
欲
望
と
お
金
の
影
▼
Ｎ
Ｙ

で
は
９
月
17
日
、「
大
企
業
の

横
暴
を
許
す
な
。
ウ
オ
ー
ル
街

を
占
拠
せ
よ
」
と
立
ち
上
が
っ

た
「
オ
キ
ュ
パ
イ
運
動
」
か
ら

１
年
後
の
こ
の
日
、
１
０
０
０

人
の
活
動
家
が
抗
議
行
動
を
繰

り
広
げ
た
と
新
聞
報
道
さ
れ

た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、
粘
り
強

く
、
元
気
よ
く
、
99
％
の
私
た

ち
の
仲
間
が
声
を
あ
げ
、
行
動

し
て
い
る
▼
９
月
の
い
わ
て
労

連
の
定
期
大
会
で
県
医
労･

特

別
中
執
の
金
野
耕
治
氏
が
い
わ

て
労
連
議
長
と
な
っ
た
。
私
た

ち
の
周
り
に
は
、
先
に
記
載
し

た
原
発
再
稼
働
や
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
の
他
に
、
消
費
税
増
税
と

社
会
保
障
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
国

会
議
員
定
数
削
減
、
憲
法
改
正

等
々
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
に
関

わ
る
重
大
な
問
題
が
山
積
し
て

い
る
。
私
た
ち
も
、
い
わ
て
労

連
の
運
動
を
支
え
、
元
気
よ
く

粘
り
強
く
行
動
し
て
い
こ
う
。 

 

（
ｋ
）



10月の予定
　２日（火） 地公共闘総決起集会及び県庁座り込み行動
　４日（木） 岩手医労連女性部定期大会（エスポワールいわて）
　５日（金）～７日（日）
 岩手医労連被災地ボランティア活動
　６日（土） 岩手青年集会in大船渡
13日（土） 県医労第148回中央委員会（エスポワールいわて）
17日(水） 国民医療を守る10.17国民大集会（日比谷野音）
19日（金）～20日(土)
 県医労フレッシュセミナー（森の風鶯宿）
20日（土） 岩手医労連青年部定期大会（水産会館）
22日（月） 看護部会（県民会館）
 給食問題研究会（盛岡市内）
26日（金） 統一要求書提出日（予定）
27日（土）～28日（日）
 国民医療研究所・第27回看護介護講座in名古屋
28日（日） 地域のいのちと健康を守る住民の集いin山田
 （山田町中央公民館）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

10
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

◇
反
日
デ
モ　
「
半
日
で
も
〜
」っ
て　

参
加
し
た（
？
）

 

（
気
の
い
い
日
本
人
）

◇
金
メ
ダ
ル　

自
分
に
あ
げ
よ
う　

有
給
取
っ
て

 

（
あ
と
３
ヶ
月
）

◇
猛
暑
で
も　

溶
け
る
こ
と
な
い　

皮
下
脂
肪

 

（
汗
だ
く
だ
っ
た
50
代
）

◇
オ
ス
プ
レ
イ　

同
盟
重
視　

国
民
不
在

 

（
真
の
独
立
を
願
う
国
民
）

◇
原
発
Ｎ
Ｏ　

増
税
Ｎ
Ｏ
だ　

野
田
Ｎ
Ｏ
だ

 

（
だ
の
だ
の
星
人
）

11月の予定
　３日（土）～４日（日）
 岩手医労連壮年部集会（網張温泉）
　４日（日） 第3回地域医療を守る全国交流集会（東京）
　８日（水） 秋闘統一行動日
10日（土）～11日（日）
 第57回はたらく女性の中央集会（京都）
 日本医労連東北地方協院内保育所交流集会
 日本医労連精神労組全国交流集会
17日（土） 第57回はたらく女性の岩手県集会（公会堂）
17日（土）～18日（日）
 働く者のいのちと健康を守る東北セミナー in山形
18日（日）～19日（月）   県医労青年部中央交流会in東京
20日（火） 支部長会議（県民会館）
23日（金） 岩手医労連36協定安全衛生委員会担当者会議

第148回中央委員会

全支部、中央委員の参加で成功させよう

日時 １０月13日㈯　10：30
場所 エスポワールいわて


